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(57)【要約】
【課題】時刻管理ができないような低スペックのウェア
ラブル端末を用いて、取得時刻が判別可能な複数の健康
情報を収集する。
【解決手段】ＷＨＲ１０１は、内部タイマによってカウ
ントされる時間カウンタを生成する時間カウンタ生成手
段３０１と、健康情報を取得時の時間カウンタと共に保
持する情報保持手段とを具備し、管理装置１０２は、Ｗ
ＨＲ１０１の時間カウンタを時刻情報に変換する時刻変
換手段を具備し、管理装置１０２において、ＷＨＲ１０
１との通信時の時間カウンタから健康情報の取得時の時
刻情報を算出する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの生体データを測定するセンサと、ユーザが所有し、ユーザの生体データを健康
情報として保持する健康情報収集装置と、前記健康情報収集装置から無線通信によって健
康情報を取得する管理装置とからなる健康情報収集システムにおいて、
　前記健康情報収集装置は、
　前記管理装置と無線通信を行う無線通信手段と、
　前記センサから健康情報を取得するセンサ通信手段と、
　内部タイマによってカウントされる時間カウンタを生成する時間カウンタ生成手段と、
　前記取得した健康情報を取得時の時間カウンタと共に保持する情報保持手段とを具備し
、
　前記管理装置は、
　前記健康情報収集装置との無線通信を行う無線通信手段と、
　時刻情報を管理する時刻情報管理手段と、
　前記健康情報収集装置の時間カウンタを時刻情報に変換する時刻変換手段を具備し、
　前記管理装置において、前記健康情報収集装置との通信時の時間カウンタから健康情報
の取得時の時刻情報を算出する
　ことを特徴とする、健康情報収集システム。
【請求項２】
　前記健康情報収集装置は、
　電波の検出を行うキャリアセンス手段と、
　前記無線通信手段を停止して消費電力を削減するスリープ動作手段と、から為る間欠動
作を行っており、
　前記管理装置またはセンサからの起動電文を受信することで、前記間欠動作から無線通
信に移行する
　ことを特徴とする、請求項１に記載の健康情報収集システム。
【請求項３】
　前記健康情報収集装置は、
　センサからの健康情報の取得頻度を制御するセンサ通信頻度制御手段と、
　管理装置との通信頻度を測定する無線通信頻度測定手段とを具備し、
　前記管理装置との通信頻度に応じて、健康情報の取得頻度を変更する
　ことを特徴とする、請求項２に記載の健康情報収集システム。
【請求項４】
　前記健康情報収集装置は、
　前記情報保持手段の記憶メモリ残量を監視する記録容量監視手段を具備し、
　記憶メモリ残量が所定値以下となる場合に健康情報の取得頻度を低減する
　ことを特徴とする、請求項３に記載の健康情報収集システム。
【請求項５】
　前記健康情報収集装置は、
　特定の複数個の健康情報と時間カウンタの情報量を圧縮する情報圧縮手段を具備し、
　前記記録容量監視手段において記憶メモリ残量が所定値以下になる場合に、特定の複数
個の健康情報と時間カウンタを情報圧縮する
　こと特徴とする、請求項４に記載の健康情報収集システム。
【請求項６】
　前記健康情報収集装置は、
　センサからの健康情報の取得頻度を制御するセンサ通信頻度制御手段を具備し、
　前記管理装置は、
　前記健康情報収集装置でのセンサからの健康情報の取得頻度を変更するセンサ通信頻度
変更手段と、
　前記健康情報収集装置との通信頻度を測定する無線通信頻度測定手段とを具備し、
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　前記健康情報収集装置と前記管理装置との無線通信頻度に応じて、前記健康情報収集装
置の健康情報の取得頻度を変更する
　ことを特徴とする、請求項２に記載の健康情報収集システム。
【請求項７】
　前記健康情報収集装置と前記センサは、
　カード媒体を用いて情報の送受信を行うカード通信手段を具備し、
　前記健康情報収集装置に挿入されていたカード媒体を前記センサに挿入することで、前
記健康情報収集装置の端末ＩＤを前記センサに設定する
　ことを特徴とする、請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の健康情報収集システ
ム。
【請求項８】
　前記センサは、選択スイッチによる番号選択手段と、
　前記健康情報収集装置の端末ＩＤ管理手段を具備し、
　ユーザの選択スイッチ操作に応じて前記健康情報収集装置の端末ＩＤを設定する
　ことを特徴とする、請求項７に記載の健康情報収集システム。
【請求項９】
　ユーザの生体データを測定するセンサと、ユーザが所有し、ユーザの生体データを健康
情報として保持する健康情報収集装置と、前記健康情報収集装置から無線通信によって健
康情報を取得する管理装置とからなる健康情報収集システムにおいて、
　前記健康情報収集装置は、
　前記管理装置と無線通信を行う無線通信ステップと、
　前記センサから健康情報を取得するセンサ通信ステップと、
　内部タイマによってカウントされる時間カウンタを生成する時間カウンタ生成ステップ
と、
　前記取得した健康情報を取得時の時間カウンタと共に保持する情報保持ステップとを具
備し、
　前記管理装置は、
　前記健康情報収集装置との無線通信を行う無線通信ステップと、
　時刻情報を管理する時刻情報管理ステップと、
　前記健康情報収集装置の時間カウンタを時刻情報に変換する時刻変換ステップを具備し
、
　前記管理装置において、前記健康情報収集装置との通信時の時間カウンタから健康情報
の取得時の時刻情報を算出する
　ことを特徴とする、健康情報収集方法。
【請求項１０】
　前記健康情報収集装置は、
　電波の検出を行うキャリアセンスステップと、
　前記無線通信手段を停止して消費電力を削減するスリープ動作ステップと、から為る間
欠動作を行っており、
　前記管理装置またはセンサからの起動電文を受信することで、前記間欠動作から無線通
信に移行する
　ことを特徴とする、請求項９に記載の健康情報収集方法。
【請求項１１】
　前記健康情報収集装置は、
　センサからの健康情報の取得頻度を制御するセンサ通信頻度制御ステップと、
　管理装置との通信頻度を測定する無線通信頻度測定ステップとを具備し、
　前記管理装置との通信頻度に応じて、健康情報の取得頻度を変更する
　ことを特徴とする、請求項１０に記載の健康情報収集方法。
【請求項１２】
　前記健康情報収集装置は、
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　前記情報保持手段の記憶メモリ残量を監視する記録容量監視ステップを具備し、
記憶メモリ残量が所定値以下となる場合に健康情報の取得頻度を低減する
　ことを特徴とする、請求項１１に記載の健康情報収集方法。
【請求項１３】
　前記健康情報収集装置は、
　特定の複数個の健康情報と時間カウンタの情報量を圧縮する情報圧縮ステップを具備し
、
　前記記録容量監視手段において記憶メモリ残量が所定値以下になる場合に、特定の複数
個の健康情報と時間カウンタを情報圧縮する
　こと特徴とする、請求項１２に記載の健康情報収集方法。
【請求項１４】
　前記健康情報収集装置は、
　センサからの健康情報の取得頻度を制御するセンサ通信頻度制御ステップを具備し、
　前記管理装置は、
　前記健康情報収集装置でのセンサからの健康情報の取得頻度を変更するセンサ通信頻度
変更ステップと、
　前記健康情報収集装置との通信頻度を測定する無線通信頻度測定ステップとを具備し、
　前記健康情報収集装置と前記管理装置との無線通信頻度に応じて、前記健康情報収集装
置の健康情報の取得頻度を変更する
　ことを特徴とする、請求項１３に記載の健康情報収集方法。
【請求項１５】
　前記健康情報収集装置と前記センサは、
　カード媒体を用いて情報の送受信を行うカード通信ステップを具備し、
　前記健康情報収集装置に挿入されていたカード媒体を前記センサに挿入することで、前
記健康情報収集装置の端末ＩＤを前記センサに設定する
　ことを特徴とする、請求項９から請求項１４のいずれか１項に記載の健康情報収集方法
。
【請求項１６】
　前記センサは、選択スイッチによる番号選択ステップと、
　前記健康情報収集装置の端末ＩＤ管理ステップを具備し、
　ユーザの選択スイッチ操作に応じて通信相手となる前記健康情報収集装置の端末ＩＤを
設定する
　ことを特徴とする、請求項１５に記載の健康情報収集方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、センサを用いて測定する生体データを健康情報として収集するシステム及び
方法に関するものである。特にバッテリーで駆動し、動作スペックが低いウェアラブル端
末を用いて健康情報を収集する健康情報収集システム及び健康情報収集方法に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　近年の健康に対する関心の高まりによって、センサを用いて生体データを健康情報とし
て収集し、その情報を用いて運動や食事制限の健康アドバイスを行うサービスが登場し始
めている。
【０００３】
　従来の健康情報を収集するシステムとしては、センサから無線伝送される健康情報を、
携帯型メモリ装置で収集して蓄えておき、外部からのウェイクアップ信号によって健康情
報を無線基地局へと送信することで、健康情報を収集するシステムがあった（例えば、特
許文献１参照）。図９は前記特許文献１に記載された従来の健康情報収集システムを示す



(5) JP 2009-95583 A 2009.5.7

10

20

30

40

50

ものである。
【０００４】
　図９において、携帯型メモリ装置９０１は各センサ９０２～９０６（体重計９０２、血
圧計９０３、血糖値計９０４、心電計９０５及び歩数計９０６）から健康情報を無線又は
有線で取得し、取得した健康情報を内部に保持している。ウェイクアップ装置９０７から
ウェイクアップ信号が送信されており、携帯型メモリ装置９０１はウェイクアップ信号を
受信すると、無線基地局９０８へ保持している健康情報を送信する。送信されて健康情報
は通信網９１１を介してサーバ９１０へと送られる。サーバ上の健康情報は無線データ通
信網９１２を介して携帯電話９１３で確認することができる。
【０００５】
　また、ユーザが装着している生体情報測定機器を用いて、無線で生体情報を送信するこ
とでサーバに健康情報を集めるシステムがあった（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００６－２６２９９３号公報（図３）
【特許文献２】特開２００６－３２９１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、前記従来の構成では、携帯型メモリ装置にセンサから健康情報が送られ
てから無線基地局に送るまでの期間が長い場合、その健康情報がいつ取得された情報なの
かを知ることができないという課題を有していた。
【０００７】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、バッテリー駆動の動作スペックが低いウ
ェアラブル端末を用いて、取得時刻が判別可能な複数個の健康情報を収集するための健康
情報収集システム及び健康情報収集方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願第１発明は、前記従来の課題を解決するために、ユーザの生体データを測定するセ
ンサと、ユーザが所有し、ユーザの生体データを健康情報として保持する健康情報収集装
置と、前記健康情報収集装置から無線通信によって健康情報を取得する管理装置とからな
る健康情報収集システムにおいて、前記健康情報収集装置は、前記管理装置と無線通信を
行う無線通信手段と、前記センサから健康情報を取得するセンサ通信手段と、内部タイマ
によってカウントされる時間カウンタを生成する時間カウンタ生成手段と、前記取得した
健康情報を取得時の時間カウンタと共に保持する情報保持手段とを具備し、前記管理装置
は、前記健康情報収集装置との無線通信を行う無線通信手段と、時刻情報を管理する時刻
情報管理手段と、前記健康情報収集装置の時間カウンタを時刻情報に変換する時刻変換手
段を具備し、前記管理装置において、前記健康情報収集装置との通信時の時間カウンタか
ら健康情報の取得時の時刻情報を算出することを特徴とする健康情報収集システムを提供
する。
【０００９】
　以上の構成によって、時刻管理ができないような低スペックのウェアラブル端末である
健康情報収集装置を用いて健康情報を集める場合において、管理装置において健康情報収
集装置からの時間カウンタを変換することで各健康情報の取得時刻を知ることが可能とな
る。
【００１０】
　本願第２発明は、本願第１発明において、前記健康情報収集装置は、電波の検出を行う
キャリアセンス手段と、前記無線通信手段を停止して消費電力を削減するスリープ動作手
段と、から為る間欠動作を行っており、前記管理装置またはセンサからの起動電文を受信
することで、前記間欠動作から無線通信に移行することを特徴とする健康情報収集システ
ムを提供する。
【００１１】



(6) JP 2009-95583 A 2009.5.7

10

20

30

40

50

　以上の構成によって、管理装置との通信が確立されない場合、例えばユーザが健康情報
装置を身に付けたまま外出するような場合において、間欠動作を行うことで消費電力を低
減し、健康情報装置のバッテリー寿命を延ばすことが可能となる。
【００１２】
　本願第３発明は、本願第２発明において、前記健康情報収集装置は、センサからの健康
情報の取得頻度を制御するセンサ通信頻度制御手段と、管理装置との通信頻度を測定する
無線通信頻度測定手段とを具備し、前記管理装置との通信頻度に応じて、健康情報の取得
頻度を変更することを特徴とする健康情報収集システムを提供する。
【００１３】
　以上の構成によって、健康情報収集装置と管理装置間での通信の頻度が高い場合には健
康情報収集装置で健康情報の取得頻度を上げ、通信頻度が低い場合には健康情報の取得頻
度を下げることで、健康情報収集装置の限られた記憶メモリを有効に活用することが可能
となる。
【００１４】
　本願第４発明は、本願第３発明において、前記健康情報収集装置は、前記情報保持手段
の記憶メモリ残量を監視する記録容量監視手段を具備し、メモリ残量が所定値以下となる
場合に健康情報の取得頻度を低減することを特徴とする健康情報収集システムを提供する
。
【００１５】
　以上の構成によって、健康情報収集装置のメモリ残量が残り少なくなる場合に健康情報
の取得頻度を落とすことで、健康情報収集装置での限られた記憶メモリで健康情報の取得
を継続することが可能になる。
【００１６】
　本願第５発明は、本願第４発明において、前記健康情報収集装置は、特定の複数個の健
康情報と時間カウンタの情報量を圧縮する情報圧縮手段を具備し、前記記録容量監視手段
において記憶メモリ残量が所定値以下になる場合に、特定の複数個の健康情報と時間カウ
ンタを情報圧縮すること特徴とする健康情報収集システムを提供する。
【００１７】
　以上の構成によって、健康情報収集装置において複数個の健康情報の値を圧縮する、例
えば複数の体重データを平均化する、時間カウンタもそれに合わせて平均化する、という
処理を行うことで限られた記憶メモリを有効に用いて健康情報を保持することが可能にな
る。
【００１８】
　本願第６発明は、本願第２発明において、前記健康情報収集装置は、センサからの健康
情報の取得頻度を制御するセンサ通信頻度制御手段を具備し、前記管理装置は、前記健康
情報収集装置でのセンサからの健康情報の取得頻度を変更するセンサ通信頻度変更手段と
、前記健康情報収集装置との通信頻度を測定する無線通信頻度測定手段とを具備し、前記
健康情報収集装置と前記管理装置との無線通信頻度に応じて、前記健康情報収集装置のセ
ンサからの健康情報の取得頻度を変更することを特徴とする健康情報収集システムを提供
する。
【００１９】
　以上の構成によって、管理装置において健康情報収集装置との通信頻度を測定し、その
頻度に応じて健康情報の取得頻度を健康情報収集装置に設定することで、健康情報収集装
置は管理装置の制御に従うのみの動作で、限られた記憶メモリを有効に活用することが可
能となる。
【００２０】
　本願第７発明は、本願第１発明から第６発明において、前記健康情報収集装置と前記セ
ンサは、カード媒体を用いて情報の送受信を行うカード通信手段を具備し、前記健康情報
収集装置に挿入されていたカード媒体を前記センサに挿入することで、前記健康管理装置
の端末ＩＤを前記センサに設定することを特徴とする健康情報収集システムを提供する。
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【００２１】
　以上の構成によって、センサから端末ＩＤを指定して無線で健康情報を送ることで、複
数の健康情報収集装置の中からセンサを使用するユーザが所有する健康情報収集装置へ確
実に健康情報を伝達することができる。
【００２２】
　本願第８発明は、本願第７発明において、前記センサは、選択スイッチによる番号選択
手段と、選択番号に関連付けられる前記健康情報収集装置の端末ＩＤ管理手段を具備し、
ユーザの選択スイッチ操作に応じて通信相手となる前記端末ＩＤを設定することを特徴と
する健康情報収集システムを提供する。
【００２３】
　以上の構成によって、複数の個人情報を保持できるセンサにおいて、測定しているユー
ザの個人情報に関連する健康情報収集装置の端末ＩＤをセンサに設定することができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の健康情報収集システムによれば、時刻管理ができないような低スペックのウェ
アラブル端末を用いて、取得時刻が判別可能な複数の健康情報を収集することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００２６】
　＜全体構成＞
　図１は、本発明におけるシステム全体を示す図である。
【００２７】
　図１において、ＷＨＲ（Ｗｅａｒａｂｌｅ　Ｈｅａｌｔｈ－Ｃａｒｅ　Ｒｅｃｏｒｄｅ
ｒ）１０１はユーザ１１が携帯する、もしくはユーザ１１が身に付けているウェアラブル
端末である。ＷＨＲ１０１は、各種センサ１０７～１１２（体重計１０７、血圧計１０８
、心電計１０９、血糖値計１１０、歩数計１１１及び体温計１１２）によって測定された
ユーザ１１の身体データを健康情報として収集する健康情報収集装置として動作する。Ｗ
ＨＲ１０１は、無線通信機能を有しており、管理装置１０２と無線通信によって健康情報
や制御情報の送受信を行う。また、ＷＨＲ１０１はバッテリー駆動であり、時刻情報を持
たない。時刻情報の代わりとして、ＷＨＲ１０１では内部タイマによってカウントされる
独自の時刻カウンタを保持している。なお、ＷＨＲ１０１と各種センサ１０７～１１２と
の通信は、無線通信（体重計１０７、血圧計１０８、心電計１０９、血糖値計１１０）や
有線通信（体温計１１２）、ＷＨＲ１０１に内蔵される（歩数計１１１）などの様々な形
態を取り得る。
【００２８】
　ＷＨＲ１０１は基本的にセンサや管理装置１０２からの起動電文を検知するためのキャ
リアセンスと、消費電力を低減するための待機状態から為る間欠動作を行っている。また
、ＷＨＲ１０１は所定の周期または、ユーザ１１が操作したイベントに従ってセンサから
健康情報を取得する。
【００２９】
　管理装置１０２はＷＨＲ１０１から健康情報を取得したり、ＷＨＲ１０１の動作制御を
行ったりする装置であり、終端装置１０４を介してネットワーク１１３に接続している。
また、管理装置１０２はＰＣやＳＴＢ等と同等のリソースを持ち、時刻情報を保持する。
【００３０】
　管理装置１０２は定期的またはユーザ１１の操作によって起動電文を無線送信する。Ｗ
ＨＲ１０１から起動電文に対して応答がある場合には、健康情報の取得や動作制御を行う
。ＷＨＲ１０１から健康情報を取得すると、ＷＨＲ１０１の無線電文中に含まれる時間カ
ウンタを元にして健康情報の取得時刻を算出する。取得された健康情報は、終端装置１０
４、ネットワーク１１３を経由して情報蓄積サーバ１０５へと送られる。なお、終端装置
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１０４やネットワーク１１３に接続されておらず、管理装置１０２がローカルに健康情報
を処理する場合には、管理装置１０２内で健康情報を保持しておいても良い。
【００３１】
　終端装置１０４は、管理装置１０２や表示装置１０３を含むローカルなネットワークと
、外部のネットワーク１１３を接続するゲートウェイの機能を果たす。なお、終端装置１
０４は管理装置１０２の一機能として実現しても良い。
【００３２】
　ネットワーク１１３は、一般的に使用されている共用ネットワークである。接続形態は
電話回線網や光ケーブル網などの有線ネットワークの他、携帯電話網やＷｉＭＡＸなどの
無線ネットワークを用いても良い。
【００３３】
　情報蓄積サーバ１０５は、ＡＳＰ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｐｒｏ
ｖｉｄｅｒ）３内に設置されており、各家庭やオフィスの管理装置１０２から送られてく
る健康情報を蓄積する。また、管理装置１０２や管理端末１０６からのアクセスに応じて
必要な健康情報を送信する役割を果たす。
【００３４】
　家庭内１では、体重計１０７、血圧計１０８、心電計１０９、血糖値計１１０のセンサ
が存在し、ユーザ１１の生体データを健康情報として測定する。各種センサ１０７～１１
０（体重計１０７、血圧計１０８、心電計１０９及び血糖値計１１０）は体重測定などの
通常機能の他に無線通信機能を保持しており、ＷＨＲ１０１との無線通信が可能である。
【００３５】
　ＷＨＲ１０１を持ったユーザ１１が各種センサ１０７～１１０で測定を行うと、各種セ
ンサ１０７～１１０はＷＨＲ１０１に健康情報を送信する。ＷＨＲ１０１は、各種センサ
１０７～１１０より受信した健康情報を時間カウンタと共に保持しておく。ユーザ１１が
ＷＨＲ１０１を保持したまま管理装置１０２の近くに移動すると、管理装置１０２より送
信している起動電文をＷＨＲ１０１が受信する。起動電文の受信後に転送命令を受けると
ＷＨＲ１０１から管理装置１０２へと健康情報を転送する。転送された健康情報は管理装
置１０２から終端装置１０４、ネットワーク１１３を介して情報蓄積サーバ１０５で蓄積
される。また、管理装置１０２の操作によって情報蓄積サーバ１０５にアクセスし、ＡＳ
Ｐ３の健康サービスに応じた内容を表示装置１０３に表示することを可能とする。
【００３６】
　オフィス内２では、ユーザ１１は歩数計１１１が内蔵されたＷＨＲ１０１を保持してお
り、歩数計１１１からの歩数データは健康情報としてＷＨＲ１０１に保持される。さらに
ユーザ１１は体温計１１２を身に付けており、測定した体温データを健康情報としてＷＨ
Ｒ１０１で有線通信によって取得する。オフィス内２でも家庭内１と同様に、管理装置１
０２が存在し、ＷＨＲ１０１との無線通信によって健康情報を収集する。
【００３７】
　病院内４では、医師１２が管理端末１０６を用いて情報蓄積サーバ１０５にアクセスし
、診察時にユーザ１１の健康情報を取得する。このとき、ユーザ１１が保持するＷＨＲ１
０１の端末ＩＤや個人情報を用いて情報蓄積サーバ１０５にアクセスし、健康情報によっ
て病院に来るまでのユーザ１１の健康状態を知ることができる。なお、管理端末１０６に
ＷＨＲ１０１との通信機能を設けることで、ＷＨＲ１０１で保持する健康情報を直接管理
端末１０６で表示しても良い。
【００３８】
　（実施の形態１）
　＜通信シーケンス＞
　図２は、本発明の実施の形態１における体温測定時のＷＨＲ－管理装置間の通信シーケ
ンスを示す図である。図２において、図１と同じ構成要素については同じ符号を用い、説
明を省略する。
【００３９】
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　ステップＳ１：体温計１１２はＷＨＲ１０１と有線または無線で接続しており、体温デ
ータ測定時にはＷＨＲ１０１より体温計１１２に対して体温データ取得を送信する。体温
データ取得を受信した体温計１１２はユーザ１１の体温を測定する。
【００４０】
　ステップＳ２：体温データを測定した体温計１１２は、ＷＨＲ１０１に対して体温デー
タを送信する。なお、体温計１１２がＷＨＲ１０１に内蔵されている場合には、ステップ
Ｓ１やステップＳ２の通信の手順を省いて体温データを取得しても良い。また、ＷＨＲ１
０１から体温データ取得を送らずに、体温計１１２から体温データを送信しても良い。
【００４１】
　ステップＳ３：ＷＨＲ１０１の記憶メモリに体温データを記録する。このとき、ＷＨＲ
１０１は内部タイマによってカウントしている時間カウンタを関連付けて記録する。この
ようなステップＳ１からステップＳ３の動作を測定毎に実施する。
【００４２】
　測定時以外でのＷＨＲ１０１は、電波のキャリアセンスと待機状態による間欠動作を行
っており、他の無線電文を受信しない限りは、ＷＨＲ１０１から無線送信を行わない。
【００４３】
　ステップＳ４：管理装置１０２からは起動電文としてサーチ要求を定期的、もしくはユ
ーザ操作によって送信する。ＷＨＲ１０１は、キャリアセンスを行って管理装置１０２か
らのサーチ要求が存在するかを探索する。サーチ要求が存在しなければ、間欠動作によっ
て一定時間の待機状態後にキャリアセンスを行う。管理装置１０２からのサーチ要求はＷ
ＨＲ１０１の待機状態より長い時間で連続送信することで、ＷＨＲ１０１が管理装置１０
２からの無線到達範囲内に存在する場合には確実にキャリアセンスによってサーチ要求を
検知できるようにしておく。
【００４４】
　ステップＳ５：ＷＨＲ１０１が管理装置１０２のサーチ要求を受信し、関連する信号で
あると判断する場合には、サーチ応答を返信する。
【００４５】
　ステップＳ６：管理装置１０２ではサーチ応答によってＷＨＲ１０１の存在を確認する
と、健康情報取得を送信する。
【００４６】
　ステップＳ７：健康情報取得を受信したＷＨＲ１０１は体温データを管理装置１０２に
送信する。このとき、体温データと共に通信時の時間カウンタも送信する。管理装置１０
２は健康情報と通信時の時間カウンタを受信すると、時間カウンタを時刻情報に変換する
。
【００４７】
　ステップＳ８：体温データを受信した管理装置１０２は受信確認をＷＨＲ１０１に返信
する。管理装置１０２からの受信確認を受信したＷＨＲ１０１は保持している体温データ
を破棄する。ＷＨＲ１０１において、体温データを送信後に一定時間が経過しても受信確
認を受信できない場合には、体温データを再送する。
【００４８】
　＜時刻変換＞
　図３は、本発明の実施の形態１における体温測定時の時間カウンタからの時刻変換を示
す図である。図３において図１や図２と同じ構成要素については同じ符号を用い、説明を
省略する。
【００４９】
　ＷＨＲ１０１は、時間カウンタ生成手段３０１において起動後から内部タイマで１分毎
に時間カウンタをインクリメントしている。体温計１１２より体温データを取得すると、
取得時の時間カウンタを各体温データと関連付けて保持しておく。例えば、体重データＤ
１には取得時の時間カウンタ０ｘ０００Ａが関連付けられている。
【００５０】
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　ＷＨＲ１０１から管理装置１０２へ健康情報として体温データを送信する場合には、複
数の体温データとその取得時に関連付けられた時間カウンタを体温データ群とし、体温デ
ータを送信する時の時間カウンタ（０ｘ０２２５）を通信用時間カウンタとして体温デー
タ群と共に送信する。
【００５１】
　体温データ群と送信時の時間カウンタを受信した管理装置１０２は、受信時の時刻情報
と通信用時間カウンタの紐付けを行う。図３では、現在時刻「２００７／０９／３０　２
１：０９」に対して、通信用時間カウンタ（０ｘ０２２５）が紐付けられる。
【００５２】
　管理装置１０２では、ＷＨＲ１０１の時間カウンタの単位（１分）が既知であり、通信
用時間カウンタの差分から各体温データに関連付けられている時間カウンタの時刻を算出
する。時刻に変換した結果は時間変換テーブルに示す通りであり、例えば体重データＤ１
は「２００７／０９／３０　１２：１０」にＷＨＲ１０１で取得したことが算出される。
【００５３】
　かかる構成によれば、時刻情報を持たないＷＨＲ１０１で測定した健康情報に時間カウ
ンタを関連付け、管理装置で時間カウンタを時刻情報に変換することで、健康情報の測定
時刻を算出することが可能となる。
【００５４】
　（実施の形態２）
　＜ＷＨＲ構成＞
　図４は、本発明の実施の形態２における歩数測定時のＷＨＲの構成を示す図である。図
４において、図１または図３と同じ構成要素については同じ符号を用い、説明を省略する
。
【００５５】
　ＷＨＲ１０１は歩数計１１１を内蔵しており、センサ通信手段４０３によって歩数計１
１１からの歩数データを取得する。取得した歩数データは時間カウンタ生成手段３０１か
らの時間カウンタと共に健康情報保持手段４０２で記憶メモリに記録される。無線手段４
０１はアンテナ４０６を用いて管理装置１０２と無線通信を行い、健康情報の送信や制御
情報の受信を行う。
【００５６】
　＜無線通信頻度の測定＞
　無線通信頻度測定手段４０７はＷＨＲ１０１と管理装置１０２との無線での通信頻度を
測定する。センサ通信頻度制御手段４０８では、無線通信頻度測定手段４０７で測定され
た通信頻度によって歩数計１１１から歩数データを取得する頻度を設定する。
【００５７】
　（測定手順）
　ステップ１：無線通信頻度測定手段４０７で所定の時間（例えば、１日）で管理装置１
０２と何度通信を行ったかを測定する。
【００５８】
　ステップ２：ＷＨＲ１０１と管理装置１０２間で規定回以上の通信を行っている場合に
は、センサ通信頻度制御手段４０８で歩数計１１１から健康情報を取得する頻度を上げる
。また、ＷＨＲ１０１と管理装置１０２での通信頻度が規定回を下回っている場合には、
センサ通信頻度制御手段４０８によって、歩数計１１１から健康情報を取得する頻度を下
げる。例えば、１日に５回以上の無線通信頻度が観測されると、センサ通信頻度を１０分
に１回⇒７分に１回⇒５分に１回と上げたり、１日に１回の無線通信頻度が観測されない
場合には、センサ通信頻度を１０分に１回⇒１５分に１回⇒２０分に１回と下げていった
りする。
【００５９】
　なお、センサ通信頻度が特定の値より高くなる、もしくは特定の値より低くなる場合に
は、通信頻度の変更を行わなくとも良い。また、管理装置１０２側に無線通信頻度測定手



(11) JP 2009-95583 A 2009.5.7

10

20

30

40

50

段を設けて、無線通信頻度に応じてＷＨＲ１０１に通知頻度を設定しても良い。
【００６０】
　＜記憶容量の監視＞
　また、図４において、記憶容量監視手段４０５は、ＷＨＲ１０１の記憶メモリの残量を
監視する。
【００６１】
　（監視手順）
　ステップ１：ＷＨＲ１０１は歩数計１１１から健康情報を取得する。
【００６２】
　ステップ２：記憶容量監視手段４０５によって情報保持手段４０２で使用する記憶メモ
リの容量と、ＷＨＲ１０１の残記憶メモリ容量を監視する。ＷＨＲ１０１残記憶メモリが
所定の割合以下になると、センサ通信頻度制御手段４０８によって、歩数計１１１から健
康情報を取得する頻度を下げる。例えば、残メモリが３割以下となると、センサ通信頻度
を１０分に１回から１５分に１回に変更する。
【００６３】
　なお、センサ通信頻度が特定の値より低くなる場合には、通信頻度の変更を行わなくと
も良い。
【００６４】
　＜情報の圧縮＞
　また、図４において、情報圧縮手段４０９は、情報保持手段４０２で保持する健康情報
や時間カウンタを情報圧縮する。
【００６５】
　（圧縮手順）
　ステップ１：ＷＨＲ１０１は歩数計１１１から健康情報を取得する。
【００６６】
　ステップ２：記憶容量監視手段４０５によって情報保持手段４０２で使用する記憶メモ
リの容量と、ＷＨＲ１０１の残記憶メモリ容量を監視する。ＷＨＲ１０１残記憶メモリが
所定の割合以下になると、情報圧縮手段４０９によって情報圧縮を行う。
【００６７】
　図５は、本発明の実施の形態２における歩数測定時の情報圧縮の一例を示す図である。
【００６８】
　図５では、ＷＨＲ１０１が保持する圧縮前の歩数データＤ１～Ｄ６とそれぞれの歩数デ
ータに関連付けられた時間カウンタが存在する。記憶容量監視手段で残記憶メモリが所定
の割合以下となると、情報圧縮を行い、圧縮後の歩数データＤ７～Ｄ９とそれぞれの歩数
データに関連付けられた時間カウンタに変換される。
【００６９】
　情報圧縮の方法の一例として、平均化が挙げられる。例えば、歩数データＤ１と歩数デ
ータＤ２から歩数データＤ７に変換する場合には、歩数データＤ１と歩数データのＤ２の
平均値を歩数データＤ７とする。また、そのときの歩数データＤ７に関連する時間カウン
タも「０ｘ００１０」と「０ｘ００２０」を平均化して、「０ｘ００１８」とする。なお
、情報圧縮の方法は、平均化だけでなく、各データの測定時間間隔に重み付けをして計算
したりしても良い。
【００７０】
　かかる構成によって、センサからの健康情報取得頻度を制御したり、健康情報の圧縮を
行ったりすることができるため、ＷＨＲ１０１のメモリを有効に活用することが可能とな
る。
【００７１】
　（実施の形態３）
　＜端末ＩＤ設定＞
　図６は、本発明の実施の形態３における体重計への端末ＩＤの設定の概要を示す図であ



(12) JP 2009-95583 A 2009.5.7

10

20

30

40

50

る。図６において、図１と同じ構成要素については同じ符号を用い、説明を省略する。
【００７２】
　体重計１０７は選択スイッチ６０３とＳＤカード６０１を差し込むためのＳＤスロット
６０２を持つ。選択スイッチ６０３は、１～４のように番号が振ってあり、足で蹴るなど
のユーザの簡単な動作で選択することができる。ＳＤカード６０１は、ＷＨＲ１０１の端
末ＩＤを含んでおり、ＳＤスロット６０２に挿入することで体重計１０７内部に端末ＩＤ
を設定する。
【００７３】
　図７は、本発明の実施の形態３における端末ＩＤ設定時の体重計ブロック図である。図
７において、図１や図６と同じ構成要素についは同じ符号を用い、説明を省略する。
【００７４】
　体重計１０７は機能として体重計センサ部７０１とＲＦ部７０２で構成されている。体
重計センサ部７０１には、端末識別情報記憶部７０３と体重計１０７を測定するセンサ７
０４が含まれる。
【００７５】
　選択スイッチ６０３の操作によって選択された番号は端末識別情報記憶部７０３に記憶
される。また、このときＳＤカード６０１をＳＤスロット６０２に挿入しておくと、ＳＤ
カード６０１中の端末ＩＤが端末識別情報記憶部７０３に記憶され、選択スイッチ６０３
の選択番号と、端末ＩＤが関連付けられる。
【００７６】
　なお、ＳＤカード６０１は個人情報を暗号化して保持しており、ＷＨＲ１０１に挿入し
て個人情報を提供する媒体として使用しても良い。
【００７７】
　＜通信シーケンス＞
　図８は、本発明の実施の形態３における体重測定時の体重計－ＷＨＲ間の通信シーケン
スを示す図である。図８において、図１や図７同じ構成要素については同じ符号を用い、
説明を省略する。
【００７８】
　ステップＳ１：体重計１０７には予め個人の情報（性別、身長、年齢など）と、それに
関連する選択スイッチ６０３の番号が設定されている。また、端末ＩＤ設定によって、選
択スイッチ６０３の番号に関連付けられた端末ＩＤが設定されている。
【００７９】
　ユーザ１１は体重計１０７に備え付けの選択スイッチ６０３からユーザ１１の情報が登
録されている番号を選択する。選択スイッチ６０３は選択番号に応じてＷＨＲ１０１の端
末ＩＤを呼び出す。
【００８０】
　ステップＳ２：ユーザが体重計１０７に乗ると、センサが動作し体重測定を開始する。
【００８１】
　ステップＳ３：体重測定を開始すると、体重計センサ部７０１よりＲＦ部７０２に体重
測定開始通知を行う。
【００８２】
　ステップＳ４：体重測定通知を受けたＲＦ部７０２は、起動電文としてＷＨＲ１０１に
対してサーチ要求を送信する。このときサーチ要求には、ステップＳ１で呼び出した端末
ＩＤを含める。
【００８３】
　ＷＨＲ１０１では、キャリアセンスでサーチ要求を検知する。サーチ要求を検知すると
、サーチ要求中に自端末の端末ＩＤが含まれているかを判定する。サーチ要求中に端末Ｉ
Ｄが含まれていない場合には、間欠動作に戻る。
【００８４】
　ステップＳ５：ＷＨＲ１０１において、サーチ要求中に自端末の端末ＩＤが含まれてい



(13) JP 2009-95583 A 2009.5.7

10

20

30

40

50

る場合には、サーチ応答を体重計１０７に返信する。
【００８５】
　ステップＳ６：体重データが確定する。
【００８６】
　ステップＳ７：体重データ確定すると、体重計センサ部７０１よりＲＦ部７０２に体重
データを送る。
【００８７】
　ステップＳ８：体重計１０７より体重データと共に体重データ書き込み電文をＷＨＲ１
０１へと送信する。ＷＨＲ１０１で体重データとその時の時間カウンタを保持する。
【００８８】
　ステップＳ９：ＷＨＲ１０１より体重計１０７へ書き込み応答を返す。
【００８９】
　かかる構成によって、体重計１０７のそばに２つのＷＨＲが存在する場合においても、
ユーザが選択スイッチ６０３によって自分の番号を選択することで、自身が保持するＷＨ
Ｒ１０１へ正しく体重データを書き込むことができる。
【産業上の利用可能性】
【００９０】
　本発明にかかる健康情報収集システムは、時刻情報が管理できないような低スペックな
ウェアラブル無線機器を用いて、健康情報を収集すると共に、その時刻情報も管理する健
康情報収集システムとして有用である。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】本発明における全体システムを示す図である。
【図２】本発明の実施の形態１における体温測定時のＷＨＲ－管理装置間の通信シーケン
スを示す図である。
【図３】本発明の実施の形態１における体温測定時の時間カウンタからの時刻変換を示す
図である。
【図４】本発明の実施の形態２における歩数測定時のＷＨＲの構成を示す図である。
【図５】本発明の実施の形態２における歩数測定時の情報圧縮の一例を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態３における体重計への端末ＩＤの設定の概要を示す図である
。
【図７】本発明の実施の形態３における端末ＩＤ設定時の体重計ブロック図である。
【図８】本発明の実施の形態３における体重測定時の体重計－ＷＨＲ間の通信シーケンス
を示す図である。
【図９】特許文献１に記載された従来の健康情報収集システムを示す図である。
【符号の説明】
【００９２】
　１０１　ＷＨＲ
　１０２　管理装置
　１０３　表示装置
　１０４　終端装置
　１０５　情報蓄積サーバ
　１０６　管理端末
　１０７　体重計
　１０８　血圧計
　１０９　心電計
　１１０　血糖値計
　１１１　歩数計
　１１２　体温計
　１１３　ネットワーク
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　６０１　ＳＤカード
　６０２　ＳＤスロット
　６０３　選択スイッチ
　７０１　体重計センサ部
　７０２　ＲＦ部
　７０３　端末識別情報記憶部
　７０４　センサ
　９０１　携帯型メモリ装置
　９０２　体重計
　９０３　血圧計
　９０４　血糖値計
　９０５　心電計
　９０６　歩数計
　９０７　ウェイクアップ装置
　９０８　無線基地局
　９１０　サーバ
　９１１　通信網
　９１２　無線データ通信網
　９１３　携帯電話

【図１】 【図２】
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